
お知らせInformation

催　
　

し

そ  

の  

他

第
29
回
中
国
山
地
豊
か
な　

自
然
写
真
展

　

中
国
山
地
の
自
然
と
風
物
を

テ
ー
マ
に
募
集
し
た
第
29
回
中
国

山
地
豊
か
な
自
然
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
の
入
賞
作
品
計
34
点
を
展
示
す

る
写
真
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

と
き　

４
月
22
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ

比
和
自
然
科
学
博
物
館

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
５

第
８
回
福
田
頭
山
開
き

　

本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
始

ま
り
を
前
に
、
一
年
間
の
登
山
客

の
安
全
を
願
う
山
開
き
を
開
催
し

ま
す
。
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る

「
ひ
ろ
し
ま
百
山
」
福
田
頭
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
29
日
（
日
・
祝
）

と
こ
ろ　

福
田
頭
山
開
き
特
設
会
場

（
比
和
総
合
運
動
公
園
内
）

問
い
合
わ
せ　

か
さ
べ
る
で

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
２
２
３
０

広
島
県
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体

募
集

　

県
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路

（
国
・
県
道
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以

上
）・
河
川
（
一･

二
級
河
川
50

メ
ー
ト
ル
以
上
）で
清
掃･

緑
化
・

草
刈
り
な
ど
の
活
動
を
行
う
団
体

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
ト
活
動
と
は
、
住
民
な

ど
が
主
体
と
な
っ
て
清
掃
・
緑
化

活
動
な
ど
を
中
心
に
公
共
空
間
を

わ
が
子
の
よ
う
に
面
倒
を
み
て
い

く
活
動
を
い
い
ま
す
。

支
援
内
容

①
希
望
す
る
団
体
に
団
体
名
や
企

業
名
を
記
し
た
表
示
板
（
ア
ダ
プ

ト
サ
イ
ン
）
を
設
置

②
活
動
に
伴
う
傷
害
・
損
害
賠
償

保
険
の
加
入

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
建
設
事
務
所
庄
原
支

所
管
理
用
地
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
は
毎
年
必
要
で
す

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
減
免
申

請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
第
１
期
の
納
期
限
は
５
月
31

日
㈭
で
す
の
で
、
５
月
24
日
㈭
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ５月17日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ５月10日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ５月１日㈫・15日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

東城 ５月10日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

西城 ５月10日㈭13時30分～16時 西城自治振興センター

総領 ５月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ５月17日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ５月17日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 ５月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ５月18日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 ４月27日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」　５月１日㈫・15日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
５月10日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
４月24日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 肢体 ５月17日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 ５月７日㈪９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ５月８日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

募　
　

集

固
定
資
産

減
免
を
受
け
ら
れ
る
も
の

①
生
活
の
た
め
の
公
私
の
扶
助
を

受
け
て
い
る
人
が
所
有
す
る
固
定

資
産

②
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

固
定
資
産（
有
料
の
場
合
を
除
く
）

③ 

災
害
な
ど
に
よ
り
著
し
く
価

値
が
減
少
し
た
固
定
資
産

申
請
に
必
要
な
も
の

減
免
申
請
書
、
印
鑑
、
そ
の
他
減

免
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
明
す

る
書
類

軽
自
動
車

減
免
を
受
け
ら
れ
る
も
の

①
生
活
の
た
め
の
公
私
の
扶
助
を

受
け
て
い
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車

②
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
人
が
所
有
し
運
転

す
る
軽
自
動
車
（
等
級
な
ど
で
制

限
が
あ
り
ま
す
）

③
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
人
の
た
め
に
生
計

を
一
に
す
る
人
が
所
有
し
運
転
す

る
軽
自
動
車
（
等
級
な
ど
で
制
限

が
あ
り
ま
す
）

④
身
体
障
害
者
な
ど
の
利
用
に
役

立
て
る
た
め
、
車
椅
子
の
固
定
装

置
や
昇
降
装
置
な
ど
の
特
別
な
構

造
変
更
が
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車

申
請
に
必
要
な
も
の

減
免
申
請
書
、
身
体
障
害
者
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

な
ど
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
車

検
証
、
そ
の
他
減
免
を
必
要
と
す

る
理
由
を
証
明
す
る
書
類

※
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
と
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
重
複
し
て

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

減
免
申
請
書
に
は
個
人
番
号
の

記
入
が
必
要
で
す
。
個
人
番
号
確

認
の
た
め
、
納
税
義
務
者
の
個
人

番
号
カ
ー
ド
か
通
知
カ
ー
ド
と
併

せ
、
写
真
付
き
の
公
的
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）
ま
た
は

健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
介
護

保
険
証
な
ど
の
う
ち
２
つ
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
こ
の

縦
覧
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
自

己
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
に
つ
い
て
、
縦
覧
帳
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
他
の
土
地
・
家
屋

と
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
固
定
資
産
税
の
課
税
明

細
は
、
５
月
に
送
付
す
る
納
税
通

知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

５
月
31
日
㈭
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

縦
覧
場
所

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
・
市
民
生
活
室

縦
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税
（
土
地･

家
屋
）

の
納
税
者
本
人
ま
た
は
そ
の
同
居

の
家
族

②
納
税
者
の
同
意
書
ま
た
は
委
任

状
を
持
参
す
る
人

③
納
税
管
理
人

④
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
ま
た

は
そ
の
委
任
を
受
け
た
人

⑤
法
定
代
理
人

必
要
な
も
の　

免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
、
印
鑑

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

在
宅
高
齢
者
紙
お
む
つ　
　

購
入
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

　

紙
お
む
つ
を
必
要
と
す
る
重
度

の
要
介
護
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
方
に
対
し
て
、
紙
お
む
つ
購

入
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の

人
で
、
次
の
要
件
全
て
に
該
当
す

る
高
齢
者
と
同
居
し
、
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人
。

【
在
宅
高
齢
者
の
要
件
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居

住
し
て
い
る
人
／
②
紙
お
む
つ
を

必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
人
／
③

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
が
３
・

４
・
５
と
判
定
さ
れ
て
い
る
人
／

④
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
人

交
付
枚
数　

１
枚
が
３
千
円
分
で

す
。
申
請
月
に
よ
っ
て
交
付
枚
数

が
異
な
り
ま
す
。

❶
４
月
か
ら
６
月
ま
で
25
枚

❷
７
月
か
ら
９
月
ま
で
20
枚

❸
10
月
か
ら
12
月
ま
で
15
枚

❹
１
月
か
ら
３
月
ま
で
10
枚

購
入
で
き
る
品
目　

紙
お
む
つ
、

紙
パ
ン
ツ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
お

む
つ
カ
バ
ー
、
清
拭
剤
、
携
帯
ト

イ
レ
用
消
臭
剤
、
防
水
シ
ー
ツ
、

介
護
用
手
袋

使
用
上
の
注
意

　

助
成
券
は
、
市
が
登
録
し
て
い

る
協
力
店
で
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
し
て

い
る
期
間
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）・
印
鑑

※
申
請
書
は
左
記
申
請
先
の
ほ

か
、
市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室
（
西
城
支
所
は
、
し
あ

わ
せ
館
内
）
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お知らせInformation

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

スイセンファンタジー

備北花ピクニック
４月13日㈮まで開催！（期間中月曜日休園）

４月14日㈯～５月13日㈰期間中毎日開催！

国営備北
丘陵公園
だより

ス
イ
セ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

●
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

広
島
県
、
島
根
県
の
和
太
鼓

団
体
に
よ
る
公
演
。
迫
力
の
あ
る

太
鼓
の
鼓
動
を
体
感
で
き
ま
す
。

と
き

４
月
29
日
（
日
・
祝
）

…
仁
多
乃
炎
太
鼓

４
月
30
日
（
月
・
振
替
休
日
）

…
琉
球
國
祭
り
太
鼓

５
月
３
日
（
木
・
祝
）

…
尾
道
ベ
ッ
チ
ャ
ー
太
鼓

５
月
４
日
（
金
・
祝
）

…
三
次
童
心
太
鼓

５
月
５
日
（
土
・
祝
）

…
今
福
座

５
月
13
日
㈰
…
永
江
太
鼓

①
11
時　

②
14
時（
各
回
約
30
分
）

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

神
楽
殿

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

日
本
一
規
模
７
０
０
品
種

１
５
０
万
本
の
ス
イ
セ
ン
が

咲
き
広
が
る
景
色
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

備
北
花
ピ
ク
ニ
ッ
ク 

開
催
！

　

春
の
花
の
開
花
リ
レ
ー
と
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
む
「
備
北
花
ピ

ク
ニ
ッ
ク
」
が
始
ま
り
ま
す
。
期

間
中
は
週
末
を
中
心
に
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
花
と
イ
ベ
ン
ト
、
遊

び
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
花
の
見
頃
～

〇
ス
イ
セ
ン

３
月
中
旬
～
４
月
上
旬

○
パ
ン
ジ
ー

４
月
上
旬
～
５
月
下
旬

○
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

４
月
上
旬
～
下
旬

○
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ

４
月
中
旬
～
５
月
中
旬

○
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー

４
月
下
旬
～
５
月
下
旬

○
ネ
モ
フ
ィ
ラ

４
月
中
旬
～
５
月
中
旬

※
天
候
に
よ
り
開
花
状
況
が

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
期
間
中
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
】

●
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
コ
ン
サ
ー
ト

　

地
元
の
高
校
生
の
吹
奏
楽
部

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

と
き

４
月
15
日
㈰
…
庄
原
実
業
高
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

４
月
22
日
㈰
…
庄
原
格
致
高
校

吹
奏
楽
部

①
13
時　

②
14
時　
　

と
こ
ろ　

花
の
広
場

●
森
の
感
謝
祭

　
「
森
の
楽が

っ
こ
う校
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
森
の
中

で
、
お
花
見
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

４
月
22
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ

い
こ
い
の
森　

南
臨
時
駐
車
場

市
道
の
草
刈
り
に
対
す
る　

交
付
金
制
度

　

市
道
の
草
刈
り
を
地
域
ぐ
る
み

で
実
施
し
た
地
域
団
体
に
対
し

て
、
片
側
延
長
１
メ
ー
ト
ル
に
つ

き
10
円
を
交
付
し
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
31
日
㈭
ま
で

草
刈
り
実
施
期
間

４
月
16
日
㈪
～
10
月
31
日
㈬

申
し
込
み

　

草
刈
り
を
実
施
す
る
15
日
前
ま

で
に
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
産

業
建
設
室
・
地
域
振
興
室
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
、

各
担
当
課
・
室
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地

域
振
興
室

庄
原
市
河
川
道
路
美
化
活
動

保
険
制
度

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
、
自
治
会
な
ど

が
主
催
す
る
美
化
活
動
（
清
掃
・

草
刈
り
な
ど
）
を
対
象
に
、
保
険

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動　

市
が
管
理
す

る
河
川
（
準
用
河
川
・
普
通
河
川
）

と
道
路
（
市
道
・
農
道
・
林
道
）

で
行
う
清
掃
・
草
刈
り
な
ど
の
美

化
活
動

対
象
者　

美
化
活
動
計
画
書
を
提

出
し
た
団
体
の
参
加
者

内
容　

活
動
中
の
け
が
や
事
故
の
傷
害
・

賠
償
補
償

申
し
込
み　

　

活
動
す
る
15
日
前
ま
で
に
、
美

化
活
動
計
画
書
を
建
設
課
ま
た
は

各
支
所
産
業
建
設
室
・
地
域
振
興

室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
加
入
料
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地

域
振
興
室

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！全

国
大
会

第
67
回
全
国
高
等
学
校　
　
　

ス
キ
ー
大
会

（
２
月
４
日
～
８
日
／
岐
阜
県
高
山

市
）

●
男
子
大
回
転

●
男
子
回
転

田
邉　

謙
介（
鳥
取
城
北
高
３
年
・

東
城
町
）

第
23
回
全
国
私
立
高
等
学
校
男

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
３
月
21
日
～
24
日
／
東
京
都
町

田
市
）

島
田　

栞
理（
進
徳
女
子
高
２
年
・

西
城
町
）

第
55
回
全
日
本
ス
キ
ー
技
術　

選
手
権
大
会

（
３
月
６
日
～
11
日
／
北
海
道
虻

田
郡
）

御
調　

紗
代（
芸
北
国
際
ス
キ
ー

場
・
比
和
町
出
身
）

天
皇
盃
第
23
回
全
国
都
道
府
県

対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会

（
１
月
21
日
／
広
島
市
）

藤
川　

拓
也（
中
国
電
力
・
水
越
町

出
身
）

２
０
１
８
川
中
美
幸
コ
ン
サ
ー
ト

〝
人
・
う
た
・
心
〟

　

昨
年
歌
手
活
動
40
周
年
を
迎

え
た
川
中
美
幸
の
、「
人
」
情

溢
れ
る
「
心
」
の
こ
も
っ
た
「
う

た
」
を
お
届
け
す
る
渾こ

ん
し
ん身
の
ス

テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

予
定
曲
目　

「
ふ
た
り
酒
」「
二
輪
草
」「
あ

な
た
と
生
き
る
」
ほ
か

と
き　

６
月
10
日
㈰

【
昼
の
部
】　

開
演
12
時
（
開
場
11
時
30
分
）

【
夜
の
部
】

開
演
16
時
（
開
場
15
時
30
分
）

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
５
０
０
円

（
全
席
指
定
・
税
込
み
）

※
庄
原
市
民
会
館
友
の
会
会

員
は
庄
原
市
民
会
館
で
の
購

入
に
限
り
10
パ
ー
セ
ン
ト
割

引
。

※
未
就
学
児
の
同
伴
・
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

庄
原
市
民

会
館
、
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ

め
さ
く
ら
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
、
ザ
・

ビ
ッ
グ
庄
原
店
、ウ
イ
ル
西
城
、

東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

スイセンファンタジー

ＦＬＯＷＥＲコンサート

森の感謝祭

和太鼓フェスティバル

広告 配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

広報しょうばら／ 2018.4　28 29　2018.4 ／広報しょうばら



お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　５月９日（水）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

５月

食育 ～育てよう５つのちから～

エラブン

タベルン

ツクルン

イキルン

ゲンキン

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

４月・５月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　※内科・中学生以上のみ診療
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶３月24 日、「里山の駅庄原 ふらり」オープニングフェ
スタが開催されました。特産品などの販売店やおいし
いものが食べられるレストラン、愛犬と楽しく遊べる
ドッグランもあります。屋内には段ボールで作った迷
路などのコーナーがあり、外の芝生広場でも子どもた
ちが遊ぶことができます。そして、庄原市や備北エリア
の観光情報なども得られます。オープニングフェスタ
に行けなかった人も、ぜひご利用ください。
▶市政トピックスにも掲載していますが、広島県広報
コンクール一枚写真の部で昨年11 月号の表紙が優秀
賞を受賞しました！毎月、限られた題材の中で、どう
にか読む気になってもらえるような表紙にできない
かと頭をかきむしっていました。私は本号を最後に異
動しますが、これからも広報マインドを忘れず、市の
ＰＲに貢献していきたいと思います。
読者の皆さん、またこれまで「しょう
ばらびと」のコーナーなどで取材をお
受けいただいた皆さん、大変お世話に
なりました。ありがとうございました。

４月・５月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　とき　４月23日㈪  ①９時～12時  ②13時～16時
　参加費　5,000円
　定員　①②各12人
▶展示・イベント
○手仕事　里山のふくろう展
　とき　４月16日㈪まで
　ところ　エントランスホール
○ゆめさくら春祭り
　とき　４月28日㈯～５月６日㈰
○細密画展
　とき　５月23日㈬～28日㈪
【営業時間の変更】４月１日から閉館時間が18時に
戻ります。（朝どり市は通年16時閉店）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。

パッチワークと染
そめ

とき　５月８日㈫～10日㈭　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工林業課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

４月22日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
29日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180

５月４日（金）東城病院 ☎08477-2-2150
６日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
13日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
20日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成30年２月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３６，１４６人　　（前年比－７１６人）　
男　　　１７，１５０人　　（前年比－３２９人）　
女　　　１８，９９６人　　（前年比－３８７人）　
世帯数　１５，７０５世帯　（前年比－９０世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３６５人（前年比＋１８人）

とき　４月 23 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　小

こばやし

林良
よ し こ

子（ソプラノ）・折
おりかわひろはる

河宏治（バリトン）・
小
こばやし

林知
と も よ

世（ピアノ）
演奏曲目　オーシャンゼリゼ、サウンド・オブ・
ミュージックメドレー　ほか
▶小林良子…エリザベト音楽大学大学院修士課程修
了後、オーストリアのウィーン国立音楽大学研究課
程修了。第 10 回大阪国際音楽コンクールグランド
ファイナルでグランプリ受賞。エリザベト音楽大学
専任講師。
▶折河宏治…広島県出身。 国立音楽大学大学院修
了。第 14 回日本モーツァルト音楽コンクール第３
位。ウィーンで研さんを積む。2011 年度エリザベ
ト音楽大学着任後は西日本に拠点を移しオペラやコ
ンサートなどで活動中。エリザベト音楽大学准教授。
▶小林知世…広島市出身。エリザベト音楽大学大学
院修士課程を首席で修了。在学中、第 138 回日演
連新人演奏会にて広島交響楽団（指揮 : 小田野宏之
氏）と共演。2015 年、同大学院博士後期課程を修了。
現在、エリザベト音楽大学非常勤伴奏副手、付属音
楽園講師。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

　生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるべ
きものであり、さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と「食」
を選択する力を習得し、健全な食生活を実践する人を育てる取り
組みをいいます。
　食育はあらゆる世代に必要なものですが、そのなかでも、子ど
もたちに対する食育は、心身の成長と人格の形成に大きな影響を
及ぼし、生涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性を育
んでいく基礎となるものです。　　　　　（食育基本法より一部抜粋）

１.食材を知り、食べ物を選ぶちから
健康のため、食べ物を選ぶ力を身につけ、
バランスよく食べよう
・安心、安全な食材を知り選ぶ力をつけよう。
・食事は主食・副菜・主菜のバランスも考えよう。

２. おいしさを感じ味が分かるちから　　　　　　　　　　　
いろいろな食べ物を五感を使って味わい
おいしい味が分かるようになろう
・形、匂い、触った感じ、歯ごたえ、音など、
  五感でもおいしさを感じよう。

３. 料理ができるちから
お家の人と一緒に楽しく料理することで
食べる事にもっと興味を持とう
・幼いころから楽しんで料理を経験することで、
  食べることへの興味が自然と身に付きます。

４. 食べ物のいのちを感じるちから
食べ物は自然が育てた生命
食べ物に感謝し、大切にする心を育てよう
・自分で野菜を育ててみよう。
・食べ物やその「いのち」を育む自然に感謝しよう。

5. 元気なからだが分かるちから
自分が元気かどうかを知ろう
「早寝・早起き・朝ごはん＋運動」で食生活を整えよう
・食べ過ぎや欠食に注意し、寝る２時間前までには
  食事を終えよう。
・毎日の生活に適度な運動を取り入れよう。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

5月16日㈬ 県立広島大学
庄原キャンパス

11時30分～
15時30分

5月18日㈮ 庄原市役所 10時～11時15分
12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

食育とは・・・

庄原市の食を通して身につけてほしい「５つのちから」を表す
食育推進キャラクターを紹介します！！

大陸から伝来した須
す え き

恵器

時悠館   ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

　須
す え き

恵器は、古墳時代から平安時代の高温で焼いた青灰色の
硬い土器のことです。その製作技術の源流は中国新石器時代
の灰

かいとう

陶にさかのぼるといわれ、わが国には古墳時代の５世紀
前半に、朝鮮半島南部の陶

と う し つ

質土器の技術が伝わりました。こ
の陶質土器が九州や近畿地方などで多く出土し、陶質土器に
似た日本産の須恵器も出土していることから、須恵器の生産
は、半島から渡来した陶工によって開始されたと考えられて
います。
　古墳時代には土

は じ き

師器と須恵器があり、煮炊き用の鍋釜は土
師器、貯蔵用の甕

かめ

や壺
つぼ

などは須恵器というように、それぞれ
の特質を生かして使い分けていました。土師器は赤褐色の軟
質の素焼き土器で、粘土ひもを積み上げて成形し、いわゆる
野焼きで 700 度～ 800 度の低い温度で焼

しょうせい

成（酸素が十分ある
酸
さ ん か

化炎
えん

焼
しょうせい

成）しているなど、製作方法は弥生土器と同じです。
一方、須恵器の製作技術は、成形にろくろを使用し窖

あ な が ま

窯で焼
成するところに特徴があり、それまでにない革新的な製作方
法といえます。窖窯は丘陵の傾斜面を利用し、焚口から煙道
までがひとつながりになっており、長さは 10 メートル前後、
幅は１．５メートル前後、高さは約１メートル、傾斜は 10 度
前後です。この窯は、酸素の供給を断つ還

か ん げ ん え ん

元炎焼
しょうせい

成で 1,100
度～ 1,200 度まで温度を上昇させることができました。
　古墳時代を通じて国内最大の須恵器生産地であり、製品供
給の中心となったのは、大阪府堺市を中心としてあった陶

すえむら

邑
でした。陶邑の生産技術は各地に広まり、良質な粘土の産出
地を中心に須恵器生産の専業的体制にあったようです。そし
て古代末から中世以降になると、須恵器の生産技術から発展
した備前焼などの焼物が各地に成立しました。

窖
あながま

窯

焚口

煙道

燃焼室

焼成室

私たちのからだは
食べた物で
作られてるんだよ

食べる楽しさが
どんどん増えるよ

自分で作る力をつけ、
食べてもらう喜びを
味わおう！

作ってくれた人に感謝！
作る大変さ・育てる楽しさ
を知ろう

毎日の規則正しい生活リズムで
元気なからだが作られるよ

広報しょうばら／ 2018.4　30 31　2018.4 ／広報しょうばら


